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平
成
17
年
４
月
か
ら
運
行
を
開

始
し
「
あ
や
バ
ス
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
い
る
あ
や
べ
市
民
バ

ス
。
毎
年
20
万
人
以
上
の
利
用
が

あ
り
ま
す
。
市
は
よ
り
利
便
性
を

高
め
る
た
め
、
平
成
30
年
４
月
に

運
賃
規
程
と
ダ
イ
ヤ
を
改
正
。
高

齢
者
と
子
育
て
世
代
に
優
し
い
制

度
を
導
入
し
ま
す
。

１
か
月
３
０
０
０
円
で
全
線
乗

り
放
題
の
「
健
康
長
寿
定
期
券
」。

こ
れ
ま
で
70
歳
以
上
が
対
象
で
し

た
が
、
来
年
度
か
ら
「
健
康
長
寿

定
期
65
」と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

65
歳
以
上
に
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

市
は
こ
れ
に
合
わ
せ
、
４
月
に

同
定
期
券
を
購
入
す
る
と
１
か
月

分
が
半
額
に
な
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
。
定
期
券
は
、
市
民
協
働

課
と
あ
や
べ
観
光
案
内
所
、
大
町

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
上
林
い
き
い

き
セ
ン
タ
ー
）で
購
入
で
き
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
と
し
て
、

４
月
か
ら
運
賃
無
料
の
対
象
年
齢

を
、
３
歳
未
満
か
ら
未
就
学
児
に

拡
大
。
大
人
１
人
に
つ
き
３
人
ま

で
無
料
に
な
り
ま
す
。

「
東
西
線
」
は
、
新
た
に
京
都

協
立
病
院
（
高
津
町
）
の
施
設
内

に
乗
り
入
れ
。
ま
た
「
西
坂
線
」

は
小
貝
バ
ス
停―

私
市
バ
ス
停
間

に
「
湯
殿
公
会
堂
前
」
バ
ス
停
を

新
設
し
、
旧
道
を
運
行
し
ま
す
＝

図
１
。
さ
ら
に
「
紫
水
ヶ
丘
・
京

綾
部
ホ
テ
ル
線
」
は
全
便
、
ホ
テ

ル
の
経
由
を
や
め
、「
紫
水
ヶ
丘

公
園
線
」
に
改
称
。Ｊ
Ｒ
綾
部
駅

南
口
か
ら
本
町
通
り
を
経
由
し

て
、
市
立
病
院
前
ま
で
延
伸
し
ま

す
＝
図
２
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
利
用
状
況
や

交
通
状
況
に
合
わ
せ
て
便
数
や
ダ

イ
ヤ
を
改
正
し
ま
す
。詳
し
く
は
、

３
月
に
自
治
会
を
通
じ
て
全
戸
配

布
す
る
、
新
し
い
時
刻
表
か
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.city.

ayabe.lg.jp/ayabus/unchin/jik
okuhyo/index.htm

l

）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

於見市野瀬線を除く全便が市立病院に乗り入れ

健
康
長
寿
定
期
券
が

65
歳
か
ら
利
用
可
能
に

新
規
乗
り
入
れ
で

　
　  ア
ク
セ
ス
向
上

　キャンペーン期間中は１か月分が半額！
通常よりも１,５００円安く購入できます｡

この機会にお得で便利な
健康長寿定期券を購入し、あやバスに

乗ってみませんか！

健康長寿定期６５
おためしキャンペーン

対象　６５歳以上の人

期間　４月１日(日)
　　　　　～４月３０日(月・振)

期間中の購入価格
　１か月分購入の場合
　　　３,０００円 → １,５００円
　２か月分購入の場合
　　　６,０００円 → ４,５００円

※利用開始日の１週間前から購入できます｡

※２か月分以上購入する場合は、１か月分
　のみが半額の対象です。

私市
湯殿〔私市円山古墳公園前〕

湯殿公会堂前（新設）

協立診療所前（新設）

アイタウン二番街（新設）

西町〔Ⅰ・Tビル前〕（新設）

綾部駅南口
バザールタウン前

至 丹波大橋

至 あやべグンゼスクエア前

小貝
至 小貝橋

至 私市西

現行ルート
追加する新ルート

綾部駅南口方面  小貝橋→湯殿公会堂前（新設）→私市西→私市公会堂前→私市→
　　　　　　　  　　　　　　　　　　→湯殿（私市円山古墳公園前）→小貝→待機宿舎前
九社神社前方面  待機宿舎前→小貝→湯殿（私市円山古墳公園前）→私市→私市公会堂前→
　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　→私市西→湯殿公会堂前（新設）→小貝橋

現行ルート
追加する新ルート

N

N

西
坂
線

図１

図２
紫
水
ヶ
丘
公
園
線

十倉（黒谷和紙工芸の里前）
バザールタウン前
青野（サクラティエ前）

大本神苑前
高津西

十倉（黒谷工芸の里前）
武道館前

青野町西青野
大本本部前

高津西（協立病院前）

東西線
　　●協立病院前
西坂線
　　●湯殿公会堂前
紫水ヶ丘公園線
　　●協立診療所前
　　●西町（Ⅰ・Ｔビル前）
　　●アイタウン二番街

新設するバス停新設するバス停

４月に運賃規程・ダイヤを改正４月に運賃規程・ダイヤを改正

バス停名称が変わります

高齢者と子育て世代により優しく高齢者と子育て世代により優しく
乗って育

てる

がんばれ
あやバス

を
持
参
の
上
、
税
務
課
窓
口
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

　☎（
42
）４
２
３
５

　資
料
館
は
、
国
宝
「
光
明
寺
二
王

門
」
の
技
を
学
ぼ
う
！
と
題
し
て
特

別
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
光
明
寺
二

王
門
に
は
、
中
世
建
築
の
さ
ま
ざ
ま

な
技
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の

重
要
文
化
財
の
修
復
に
携
わ
っ
た
文

化
財
建
造
物
修
理
技
術
者
を
講
師

に
、
二
王
門
に
施
さ
れ
た
中
世
の
匠

の
技
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

参
加
無
料
、
申
し
込
み
不
要
で
す
。

多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
３
月
18
日（
日
）午
後
２
時
〜

３
時
30
分
。
場
所
／
天
文
館
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
（
里
町
）。

問
資
料
館
☎（
43
）１
３
６
６

　府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
毎
月
出
張
相
談
会
を
行
い
、
が

ん
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

じ
ま
す
。

日
時
／
３
月
15
日（
木
）。
午
後
１
時

〜
３
時
30
分
。
場
所
／
府
中
丹
東
保

健
所
（
舞
鶴
市
）。
相
談
員
／
保
健

意
く
だ
さ
い
。
手
続
き
先
／
１
２
５

㏄
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車
と
農
耕

作
業
用
な
ど
の
小
型
特
殊
自
動
車
＝

税
務
課
。
申
請
者
の
印
鑑
（
名
義
変

更
は
新
旧
所
有
者
と
も
）
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
廃
車
の
場
合
は
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
を
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。
二
輪
の
小
型
自
動
車
＝
近
畿
運

輸
局
京
都
運
輸
支
局
。
三
輪
と
四
輪

＝
軽
自
動
車
検
査
協
会
京
都
事
務

所
。
必
要
な
書
類
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

　☎（
42
）４
２
３
５

　近
畿
運
輸
局
京
都
運
輸
支
局

　☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
６
１

　軽
自
動
車
検
査
協
会
京
都
事
務
所

　☎
０
５
０（
３
８
１
６
）１
８
４
４

　ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
機
な
ど
の
乗

用
の
農
耕
作
業
用
自
動
車
や
工
場
内

で
使
う
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
小

型
特
殊
自
動
車
は
、
公
道
走
行
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
車
両
を
所
有
し
て
い

れ
ば
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な

り
ま
す
。

　ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
車
両
を
所
有
し
て
い
る

場
合
は
、
印
鑑
と
車
台
番
号
等
が
確

認
で
き
る
書
類
（
販
売
証
明
書
等
）

年
分
。
利
子
／
無
利
子
。
た
だ
し
、

正
当
な
理
由
な
く
返
還
計
画
よ
り
遅

れ
る
と
延
滞
利
息
が
か
か
り
ま
す
。

対
象
経
費
／
養
成
施
設
等
の
入
学

金
、
授
業
料
の
合
計
の
範
囲
内
。
返

還
免
除
／
卒
業
後
１
年
以
内
に
市
内

の
介
護
事
業
所
等
に
就
職
し
、
３
年

間
介
護
福
祉
士
と
し
て
従
事
し
た
場

合
は
全
額
免
除
。
申
請
手
続
き
／
修

学
資
金
貸
与
の
対
象
と
な
る
学
年
の

12
月
末
ま
で
に
貸
与
申
請
書
と
添
付

書
類
を
提
出
。

問
高
齢
者
支
援
課

　☎（
42
）４
２
６
１

　軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月

１
日
に
原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動

車
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
人
に
か
か

り
ま
す
。
ま
た
、
軽
自
動
車
税
は
月

割
課
税
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
４
月

２
日
以
降
に
廃
車
の
手
続
き
を
し
て

も
、
そ
の
年
度
の
軽
自
動
車
税
は
全

額
納
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
新

規
の
登
録
や
所
有
者
の
変
更
（
名
義

変
更
）、
廃
車
な
ど
の
手
続
き
が
必

要
な
人
は
、
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。
他
市
の
人
へ
の
譲
渡
、
紛
失

や
盗
難
に
遭
っ
た
場
合
も
廃
車
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。
車
種
に
よ
っ
て

手
続
き
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注

師
か
看
護
師
。
相
談
料
／
無
料
。
申

込
み
／
前
日
の
午
後
４
時
ま
で
に
府

が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

そ
の
他
／
月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時

〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
４
時
、
電
話

か
対
面
に
よ
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　☎
０
１
２
０（
０
７
８
）３
９
４

　中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露

作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
労
災

保
険
法
に
基
づ
く
各
種
の
労
災
保
険

給
付
や
石
綿
救
済
法
に
基
づ
く
特
別

遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸

っ
て
か
ら
長
い
年
月
を
経
て
発
症
す

る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
中
皮
腫
な
ど

で
亡
く
な
っ
た
人
が
過
去
に
石
綿
作

業
に
従
事
さ
れ
て
い
た
場
合
は
、
労

災
保
険
給
付
等
の
支
給
対
象
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
気
軽

に
京
都
労
働
局
か
福
知
山
労
働
基
準

監
督
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
京
都
労
働
局

　☎
０
７
５（
２
４
１
）３
２
１
７

　福
知
山
労
働
基
準
監
督
署

　☎（
22
）２
１
８
１

問
府
中
丹
東
保
健
所
福
祉
室

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　市
は
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
、

無
料
で
貸
し
出
す
福
祉
バ
ス
の
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
／
高
齢
者
や
障
害
者
、
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
の
社
会
福
祉
団
体
（
視

察
や
研
修
へ
の
利
用
に
限
る
）。
利

用
回
数
／
１
団
体
に
つ
き
年
２
回
。

予
約
順
／
利
用
月
の
６
か
月
前
の
毎

月
１
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
そ

の
翌
日
）
の
抽
選
会
で
決
定
。
抽
選

会
終
了
後
は
、
利
用
申
し
込
み
が
な

か
っ
た
日
の
予
約
が
随
時
行
え
ま

す
。
９
月
分
抽
選
会
／
３
月
１
日

（
木
）。
10
月
分
抽
選
会
／
４
月
２
日

（
月
）。
時
間
／
午
前
11
時
〜
。
場
所

／
民
生
児
童
課
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
０

　２
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
２
７
８
５
人
（
男
１
５
７

６
８
、
女
１
７
０
１
７
）。
世
帯
数

は
１
３
７
３
９
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
、
市
内
で
火
災
は
発
生

し
て
い
ま
せ
ん
。

募
集
内
容
／
一
般
の
部
は
三
角
形

（
四
角
す
い
の
１
面
の
斜
面
）、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
の
部
は
四
角
形
の
花
壇
。

い
ず
れ
も
４
平
方
㍍
。
主
催
者
で
花

苗
を
用
意
し
ま
す
。
特
殊
な
花
苗
や

制
作
物
は
参
加
者
が
準
備
し
て
く
だ

さ
い
。
募
集
区
画
／
一
般
の
部
は
先

着
８
区
画
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
部
は

先
着
５
区
画
。
植
栽
日
／
４
月
14
日

（
土
）〜
16
日（
月
）。
申
込
み
／
３
月

中
旬
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
（
応

募
す
る
部
門
と
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
）
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）９
０
３
０

　フ
ァ
ク
ス（
42
）９
０
２
９

　府
は
、
低
所
得
者
世
帯
で
専
門
学

校
な
ど
の
技
能
修
得
施
設
に
修
学
す

る
学
生
を
対
象
に
、
奨
学
金
を
支
給

し
ま
す
。
受
給
資
格
や
対
象
と
な
る

施
設
等
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
請
期
限
／
１
次
＝
３
月
23
日

（
金
）。
２
次
＝
４
月
20
日（
金
）。
２

次
以
降
随
時
受
け
付
け
あ
り
。
申
請

書
配
布
場
所
／
府
中
丹
東
保
健
所
福

祉
室
、
府
中
丹
広
域
振
興
局
綾
部
地

域
総
務
室
。

　市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

菊
栽
培
教
室
・
大
菊
の
部
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。
秋
の
菊
花
展
ま
で

に
、
７
回
程
度
開
催
し
ま
す
（
毎
月

第
１
土
曜
日
を
予
定
）。
大
菊
栽
培

の
こ
つ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
第
１
回
＝
３
月
３
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
。
場
所
／
市
民
セ

ン
タ
ー
（
並
松
町
）。
費
用
／
１
回

５
０
０
円
。
菊
花
会
の
会
員
は
３
０

０
円
。
申
込
み
／
事
前
に
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
。
そ
の
他
／
菊
花

会
の
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
年

会
費
は
１
０
０
０
円
。
小
菊
盆
栽
の

教
室
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）９
０
３
０

　市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

４
月
29
日（
日
・
祝
）か
ら
５
月
３
日

（
木
・
祝
）ま
で
青
野
町
の
由
良
川
花

庭
園
で
開
く
「
あ
や
べ
由
良
川
花
壇

展
」
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
＆
グ
ル
ー
プ
花

壇
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
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綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

人
口・
火
災

人
口・
火
災

　市
は
、
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
人
に
、
あ
や
バ
ス
回

数
券
（
３
０
０
０
円
分
）
か
健

康
長
寿
定
期
券
（
１
か
月
分
）

を
無
料
交
付
し
ま
す
。

対
象
者
／
市
内
在
住
で
、
運
転

免
許
証
を
有
効
期
間
内
に
自
主

返
納
し
た
人
。
期
間
が
切
れ
て

返
納
す
る
場
合
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。
申
請
／
返
納
か
ら
１

年
以
内
に
「
申
請
に
よ
る
運
転

免
許
の
取
消
通
知
書
」
か
「
運

転
経
歴
証
明
書
」を
持
参
の
上
、

市
民
協
働
課
へ
。
そ
の
他
／
無

料
交
付
し
た
回
数
券
と
健
康
長

寿
定
期
券
は
払
い
戻
し
で
き
ま
せ
ん
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
８

　市
は
、
介
護
福
祉
士
を
養
成
す
る

大
学
や
短
期
大
学
、
専
門
学
校
の
学

生
に
、修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

対
象
／
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
等
に

在
学
中
か
入
学
す
る
こ
と
が
決
定
し

て
い
る
人
で
、
卒
業
後
１
年
以
内
に

市
内
の
介
護
事
業
所
等
で
介
護
福
祉

士
と
し
て
従
事
し
よ
う
と
す
る
人
。

貸
与
額
お
よ
び
期
間
／
１
学
年
に
つ

き
１
０
０
万
円
を
限
度
と
し
て
２
学

軽
自
動
車
の
登
録・廃
車
手
続
き

介
護
福
祉
士
育
成
修
学
資
金
貸
付

募 

集
募 

集

菊
栽
培
教
室
・
大
菊
の
部

あ
や
べ
由
良
川
花
壇
展

技
能
修
得
資
金

福
祉
バ
ス
の
予
約
受
付

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償・救
済

小
型
特
殊
自
動
車
は
登
録
が
必
要

光
明
寺
二
王
門
の
技
を
学
ぼ
う

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

□ケアマネジャー
□ケアワーカー

□保育士

免
許
証
返
納
者
に
バ
ス
乗
車
券

※職種  介護職員、生活支援員、調理員、
　　　  リハビリ職（PT・OT・ST）
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで
※介護職員・調理員・障害者グループホーム
　世話人のパートも同時募集しています。

2018年度

 新規採用職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課 京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

1,000円
前売り

4月15日日 14：00～

《全席指定》

ダ
ウ
ン
症
の
天
才
書
家

ダ
ウ
ン
症
の
天
才
書
家

中丹文化講演会

金澤翔子席上揮毫

金澤泰子講演会

「書が導いてくれた人生」

※只今、雛人形展示中で～す！

※店内の展示スペースは無料でご利用頂けます

赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ当店自慢の薬膳料理はいかがですか？
・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）
（5名様以上は御予約下さい）

薬膳スープカレーや上林鶏のぞうすいも大人気！
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平
成
17
年
４
月
か
ら
運
行
を
開

始
し
「
あ
や
バ
ス
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
い
る
あ
や
べ
市
民
バ

ス
。
毎
年
20
万
人
以
上
の
利
用
が

あ
り
ま
す
。
市
は
よ
り
利
便
性
を

高
め
る
た
め
、
平
成
30
年
４
月
に

運
賃
規
程
と
ダ
イ
ヤ
を
改
正
。
高

齢
者
と
子
育
て
世
代
に
優
し
い
制

度
を
導
入
し
ま
す
。

１
か
月
３
０
０
０
円
で
全
線
乗

り
放
題
の
「
健
康
長
寿
定
期
券
」。

こ
れ
ま
で
70
歳
以
上
が
対
象
で
し

た
が
、
来
年
度
か
ら
「
健
康
長
寿

定
期
65
」と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

65
歳
以
上
に
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

市
は
こ
れ
に
合
わ
せ
、
４
月
に

同
定
期
券
を
購
入
す
る
と
１
か
月

分
が
半
額
に
な
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
。
定
期
券
は
、
市
民
協
働

課
と
あ
や
べ
観
光
案
内
所
、
大
町

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
上
林
い
き
い

き
セ
ン
タ
ー
）で
購
入
で
き
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
と
し
て
、

４
月
か
ら
運
賃
無
料
の
対
象
年
齢

を
、
３
歳
未
満
か
ら
未
就
学
児
に

拡
大
。
大
人
１
人
に
つ
き
３
人
ま

で
無
料
に
な
り
ま
す
。

「
東
西
線
」
は
、
新
た
に
京
都

協
立
病
院
（
高
津
町
）
の
施
設
内

に
乗
り
入
れ
。
ま
た
「
西
坂
線
」

は
小
貝
バ
ス
停―

私
市
バ
ス
停
間

に
「
湯
殿
公
会
堂
前
」
バ
ス
停
を

新
設
し
、
旧
道
を
運
行
し
ま
す
＝

図
１
。
さ
ら
に
「
紫
水
ヶ
丘
・
京

綾
部
ホ
テ
ル
線
」
は
全
便
、
ホ
テ

ル
の
経
由
を
や
め
、「
紫
水
ヶ
丘

公
園
線
」
に
改
称
。Ｊ
Ｒ
綾
部
駅

南
口
か
ら
本
町
通
り
を
経
由
し

て
、
市
立
病
院
前
ま
で
延
伸
し
ま

す
＝
図
２
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
利
用
状
況
や

交
通
状
況
に
合
わ
せ
て
便
数
や
ダ

イ
ヤ
を
改
正
し
ま
す
。詳
し
く
は
、

３
月
に
自
治
会
を
通
じ
て
全
戸
配

布
す
る
、
新
し
い
時
刻
表
か
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.city.

ayabe.lg.jp/ayabus/unchin/jik
okuhyo/index.htm

l

）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

於見市野瀬線を除く全便が市立病院に乗り入れ

健
康
長
寿
定
期
券
が

65
歳
か
ら
利
用
可
能
に

新
規
乗
り
入
れ
で

　
　  ア
ク
セ
ス
向
上

　キャンペーン期間中は１か月分が半額！
通常よりも１,５００円安く購入できます｡

この機会にお得で便利な
健康長寿定期券を購入し、あやバスに

乗ってみませんか！

健康長寿定期６５
おためしキャンペーン

対象　６５歳以上の人

期間　４月１日(日)
　　　　　～４月３０日(月・振)

期間中の購入価格
　１か月分購入の場合
　　　３,０００円 → １,５００円
　２か月分購入の場合
　　　６,０００円 → ４,５００円

※利用開始日の１週間前から購入できます｡

※２か月分以上購入する場合は、１か月分
　のみが半額の対象です。

私市
湯殿〔私市円山古墳公園前〕

湯殿公会堂前（新設）

協立診療所前（新設）

アイタウン二番街（新設）

西町〔Ⅰ・Tビル前〕（新設）

綾部駅南口
バザールタウン前

至 丹波大橋

至 あやべグンゼスクエア前

小貝
至 小貝橋

至 私市西

現行ルート
追加する新ルート

綾部駅南口方面  小貝橋→湯殿公会堂前（新設）→私市西→私市公会堂前→私市→
　　　　　　　  　　　　　　　　　　→湯殿（私市円山古墳公園前）→小貝→待機宿舎前
九社神社前方面  待機宿舎前→小貝→湯殿（私市円山古墳公園前）→私市→私市公会堂前→
　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　→私市西→湯殿公会堂前（新設）→小貝橋

現行ルート
追加する新ルート

N

N

西
坂
線

図１

図２
紫
水
ヶ
丘
公
園
線

十倉（黒谷和紙工芸の里前）
バザールタウン前
青野（サクラティエ前）

大本神苑前
高津西

十倉（黒谷工芸の里前）
武道館前

青野町西青野
大本本部前

高津西（協立病院前）

東西線
　　●協立病院前
西坂線
　　●湯殿公会堂前
紫水ヶ丘公園線
　　●協立診療所前
　　●西町（Ⅰ・Ｔビル前）
　　●アイタウン二番街

新設するバス停新設するバス停

４月に運賃規程・ダイヤを改正４月に運賃規程・ダイヤを改正

バス停名称が変わります

高齢者と子育て世代により優しく高齢者と子育て世代により優しく
乗って育

てる

がんばれ
あやバス

を
持
参
の
上
、
税
務
課
窓
口
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

　☎（
42
）４
２
３
５

　資
料
館
は
、
国
宝
「
光
明
寺
二
王

門
」
の
技
を
学
ぼ
う
！
と
題
し
て
特

別
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
光
明
寺
二

王
門
に
は
、
中
世
建
築
の
さ
ま
ざ
ま

な
技
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の

重
要
文
化
財
の
修
復
に
携
わ
っ
た
文

化
財
建
造
物
修
理
技
術
者
を
講
師

に
、
二
王
門
に
施
さ
れ
た
中
世
の
匠

の
技
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

参
加
無
料
、
申
し
込
み
不
要
で
す
。

多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
３
月
18
日（
日
）午
後
２
時
〜

３
時
30
分
。
場
所
／
天
文
館
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
（
里
町
）。

問
資
料
館
☎（
43
）１
３
６
６

　府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
毎
月
出
張
相
談
会
を
行
い
、
が

ん
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

じ
ま
す
。

日
時
／
３
月
15
日（
木
）。
午
後
１
時

〜
３
時
30
分
。
場
所
／
府
中
丹
東
保

健
所
（
舞
鶴
市
）。
相
談
員
／
保
健

意
く
だ
さ
い
。
手
続
き
先
／
１
２
５

㏄
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車
と
農
耕

作
業
用
な
ど
の
小
型
特
殊
自
動
車
＝

税
務
課
。
申
請
者
の
印
鑑
（
名
義
変

更
は
新
旧
所
有
者
と
も
）
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
廃
車
の
場
合
は
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
を
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。
二
輪
の
小
型
自
動
車
＝
近
畿
運

輸
局
京
都
運
輸
支
局
。
三
輪
と
四
輪

＝
軽
自
動
車
検
査
協
会
京
都
事
務

所
。
必
要
な
書
類
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

　☎（
42
）４
２
３
５

　近
畿
運
輸
局
京
都
運
輸
支
局

　☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
６
１

　軽
自
動
車
検
査
協
会
京
都
事
務
所

　☎
０
５
０（
３
８
１
６
）１
８
４
４

　ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
機
な
ど
の
乗

用
の
農
耕
作
業
用
自
動
車
や
工
場
内

で
使
う
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
小

型
特
殊
自
動
車
は
、
公
道
走
行
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
車
両
を
所
有
し
て
い

れ
ば
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な

り
ま
す
。

　ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
車
両
を
所
有
し
て
い
る

場
合
は
、
印
鑑
と
車
台
番
号
等
が
確

認
で
き
る
書
類
（
販
売
証
明
書
等
）

年
分
。
利
子
／
無
利
子
。
た
だ
し
、

正
当
な
理
由
な
く
返
還
計
画
よ
り
遅

れ
る
と
延
滞
利
息
が
か
か
り
ま
す
。

対
象
経
費
／
養
成
施
設
等
の
入
学

金
、
授
業
料
の
合
計
の
範
囲
内
。
返

還
免
除
／
卒
業
後
１
年
以
内
に
市
内

の
介
護
事
業
所
等
に
就
職
し
、
３
年

間
介
護
福
祉
士
と
し
て
従
事
し
た
場

合
は
全
額
免
除
。
申
請
手
続
き
／
修

学
資
金
貸
与
の
対
象
と
な
る
学
年
の

12
月
末
ま
で
に
貸
与
申
請
書
と
添
付

書
類
を
提
出
。

問
高
齢
者
支
援
課

　☎（
42
）４
２
６
１

　軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月

１
日
に
原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動

車
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
人
に
か
か

り
ま
す
。
ま
た
、
軽
自
動
車
税
は
月

割
課
税
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
４
月

２
日
以
降
に
廃
車
の
手
続
き
を
し
て

も
、
そ
の
年
度
の
軽
自
動
車
税
は
全

額
納
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
新

規
の
登
録
や
所
有
者
の
変
更
（
名
義

変
更
）、
廃
車
な
ど
の
手
続
き
が
必

要
な
人
は
、
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。
他
市
の
人
へ
の
譲
渡
、
紛
失

や
盗
難
に
遭
っ
た
場
合
も
廃
車
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。
車
種
に
よ
っ
て

手
続
き
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注

師
か
看
護
師
。
相
談
料
／
無
料
。
申

込
み
／
前
日
の
午
後
４
時
ま
で
に
府

が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

そ
の
他
／
月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時

〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
４
時
、
電
話

か
対
面
に
よ
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　☎
０
１
２
０（
０
７
８
）３
９
４

　中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露

作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
労
災

保
険
法
に
基
づ
く
各
種
の
労
災
保
険

給
付
や
石
綿
救
済
法
に
基
づ
く
特
別

遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸

っ
て
か
ら
長
い
年
月
を
経
て
発
症
す

る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
中
皮
腫
な
ど

で
亡
く
な
っ
た
人
が
過
去
に
石
綿
作

業
に
従
事
さ
れ
て
い
た
場
合
は
、
労

災
保
険
給
付
等
の
支
給
対
象
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
気
軽

に
京
都
労
働
局
か
福
知
山
労
働
基
準

監
督
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
京
都
労
働
局

　☎
０
７
５（
２
４
１
）３
２
１
７

　福
知
山
労
働
基
準
監
督
署

　☎（
22
）２
１
８
１

問
府
中
丹
東
保
健
所
福
祉
室

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　市
は
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
、

無
料
で
貸
し
出
す
福
祉
バ
ス
の
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
／
高
齢
者
や
障
害
者
、
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
の
社
会
福
祉
団
体
（
視

察
や
研
修
へ
の
利
用
に
限
る
）。
利

用
回
数
／
１
団
体
に
つ
き
年
２
回
。

予
約
順
／
利
用
月
の
６
か
月
前
の
毎

月
１
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
そ

の
翌
日
）
の
抽
選
会
で
決
定
。
抽
選

会
終
了
後
は
、
利
用
申
し
込
み
が
な

か
っ
た
日
の
予
約
が
随
時
行
え
ま

す
。
９
月
分
抽
選
会
／
３
月
１
日

（
木
）。
10
月
分
抽
選
会
／
４
月
２
日

（
月
）。
時
間
／
午
前
11
時
〜
。
場
所

／
民
生
児
童
課
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
０

　２
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
２
７
８
５
人
（
男
１
５
７

６
８
、
女
１
７
０
１
７
）。
世
帯
数

は
１
３
７
３
９
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
、
市
内
で
火
災
は
発
生

し
て
い
ま
せ
ん
。

募
集
内
容
／
一
般
の
部
は
三
角
形

（
四
角
す
い
の
１
面
の
斜
面
）、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
の
部
は
四
角
形
の
花
壇
。

い
ず
れ
も
４
平
方
㍍
。
主
催
者
で
花

苗
を
用
意
し
ま
す
。
特
殊
な
花
苗
や

制
作
物
は
参
加
者
が
準
備
し
て
く
だ

さ
い
。
募
集
区
画
／
一
般
の
部
は
先

着
８
区
画
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
部
は

先
着
５
区
画
。
植
栽
日
／
４
月
14
日

（
土
）〜
16
日（
月
）。
申
込
み
／
３
月

中
旬
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
（
応

募
す
る
部
門
と
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
）
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）９
０
３
０

　フ
ァ
ク
ス（
42
）９
０
２
９

　府
は
、
低
所
得
者
世
帯
で
専
門
学

校
な
ど
の
技
能
修
得
施
設
に
修
学
す

る
学
生
を
対
象
に
、
奨
学
金
を
支
給

し
ま
す
。
受
給
資
格
や
対
象
と
な
る

施
設
等
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
請
期
限
／
１
次
＝
３
月
23
日

（
金
）。
２
次
＝
４
月
20
日（
金
）。
２

次
以
降
随
時
受
け
付
け
あ
り
。
申
請

書
配
布
場
所
／
府
中
丹
東
保
健
所
福

祉
室
、
府
中
丹
広
域
振
興
局
綾
部
地

域
総
務
室
。

　市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

菊
栽
培
教
室
・
大
菊
の
部
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。
秋
の
菊
花
展
ま
で

に
、
７
回
程
度
開
催
し
ま
す
（
毎
月

第
１
土
曜
日
を
予
定
）。
大
菊
栽
培

の
こ
つ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
第
１
回
＝
３
月
３
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
。
場
所
／
市
民
セ

ン
タ
ー
（
並
松
町
）。
費
用
／
１
回

５
０
０
円
。
菊
花
会
の
会
員
は
３
０

０
円
。
申
込
み
／
事
前
に
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
。
そ
の
他
／
菊
花

会
の
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
年

会
費
は
１
０
０
０
円
。
小
菊
盆
栽
の

教
室
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）９
０
３
０

　市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

４
月
29
日（
日
・
祝
）か
ら
５
月
３
日

（
木
・
祝
）ま
で
青
野
町
の
由
良
川
花

庭
園
で
開
く
「
あ
や
べ
由
良
川
花
壇

展
」
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
＆
グ
ル
ー
プ
花

壇
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

9 8

綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

人
口・
火
災

人
口・
火
災

　市
は
、
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
人
に
、
あ
や
バ
ス
回

数
券
（
３
０
０
０
円
分
）
か
健

康
長
寿
定
期
券
（
１
か
月
分
）

を
無
料
交
付
し
ま
す
。

対
象
者
／
市
内
在
住
で
、
運
転

免
許
証
を
有
効
期
間
内
に
自
主

返
納
し
た
人
。
期
間
が
切
れ
て

返
納
す
る
場
合
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。
申
請
／
返
納
か
ら
１

年
以
内
に
「
申
請
に
よ
る
運
転

免
許
の
取
消
通
知
書
」
か
「
運

転
経
歴
証
明
書
」を
持
参
の
上
、

市
民
協
働
課
へ
。
そ
の
他
／
無

料
交
付
し
た
回
数
券
と
健
康
長

寿
定
期
券
は
払
い
戻
し
で
き
ま
せ
ん
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
８

　市
は
、
介
護
福
祉
士
を
養
成
す
る

大
学
や
短
期
大
学
、
専
門
学
校
の
学

生
に
、修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

対
象
／
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
等
に

在
学
中
か
入
学
す
る
こ
と
が
決
定
し

て
い
る
人
で
、
卒
業
後
１
年
以
内
に

市
内
の
介
護
事
業
所
等
で
介
護
福
祉

士
と
し
て
従
事
し
よ
う
と
す
る
人
。

貸
与
額
お
よ
び
期
間
／
１
学
年
に
つ

き
１
０
０
万
円
を
限
度
と
し
て
２
学

軽
自
動
車
の
登
録・廃
車
手
続
き

介
護
福
祉
士
育
成
修
学
資
金
貸
付

募 

集
募 

集

菊
栽
培
教
室
・
大
菊
の
部

あ
や
べ
由
良
川
花
壇
展

技
能
修
得
資
金

福
祉
バ
ス
の
予
約
受
付

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償・救
済

小
型
特
殊
自
動
車
は
登
録
が
必
要

光
明
寺
二
王
門
の
技
を
学
ぼ
う

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

□ケアマネジャー
□ケアワーカー

□保育士

免
許
証
返
納
者
に
バ
ス
乗
車
券

※職種  介護職員、生活支援員、調理員、
　　　  リハビリ職（PT・OT・ST）
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで
※介護職員・調理員・障害者グループホーム
　世話人のパートも同時募集しています。

2018年度

 新規採用職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課 京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

1,000円
前売り

4月15日日 14：00～

《全席指定》

ダ
ウ
ン
症
の
天
才
書
家

ダ
ウ
ン
症
の
天
才
書
家

中丹文化講演会

金澤翔子席上揮毫

金澤泰子講演会

「書が導いてくれた人生」

※只今、雛人形展示中で～す！

※店内の展示スペースは無料でご利用頂けます

赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ当店自慢の薬膳料理はいかがですか？
・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）
（5名様以上は御予約下さい）

薬膳スープカレーや上林鶏のぞうすいも大人気！
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“

３„

と
い
う
数
字

　３
た
び
綾
部
市
政
の
負
託
を

い
た
だ
い
た
。
そ
の
重
責
を
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
な
が
ら
も
、〝
３
〞

と
い
う
数
字
が
世
間
で
は
ど
ん

な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か

思
い
を
巡
ら
せ
て
み
た
。
例
え

ば
「
三
つ
子
の
魂…

」「
石
の

上
に
も
三
年
」「
早
起
き
は
三

文
の
得
」
な
ど
概
ね
肯
定
的
な

意
味
で
用
い
ら
れ
る
場
合
が
多

い
。
こ
れ
は
３
角
形
や
三
脚
の

形
状
が
安
定
的
で
あ
る
こ
と

や
、
こ
の
世
が
縦
・
横
・
高
さ

の
「
３
次
元
」
で
構
成
さ
れ
て

い
る
と
い
う
事
実
、
或
い
は

三
々
九
度
や
七
五
三
な
ど
慶
事

で
も
使
わ
れ
、「
満
つ
」
と
い

う
語
呂
に
も
通
じ
る
所
以
で
あ

ろ
う
か
。
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
の

多
く
も
３
分
間
待
っ
て
賞
味
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

　一
方
、
野
球
で
は
空
振
り
３

回
で
ア
ウ
ト
、
そ
し
て
ア
ウ
ト

３
つ
で
攻
守
チ
ェ
ン
ジ
と
規
定

し
て
い
る
。
プ
ロ
レ
ス
も
３
カ

ウ
ン
ト
の
フ
ォ
ー
ル
で
勝
敗
が

決
ま
る
。
確
か
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

も
地
球
で
の
活
躍
は
変
身
か
ら

３
分
経
つ
と
カ
ラ
ー
タ
イ
マ
ー

が
点
滅
し
警
報
音
を
発
し
た
。

中
締
め
の
定
番
「
三
本
締
」
に

も
あ
る
よ
う
に
、
３
と
い
う
数

字
は
一
つ
の
区
切
り
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
包
含
し
て
い
る
の
か

―
。
更
に
拡
大
解
釈
す
る
な
ら

ば
、
三
段
跳
び
の
「
ホ
ッ
プ
・

ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
」
の
如

く
、
３
に
は
こ
れ
ま
で
に
培
っ

た
経
験
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
て
集
大
成
を
具
現
化
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
も

―
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
世
を

俯
瞰
す
る「
鳥
の
眼
」、
地
に
足

の
着
い
た「
虫
の
眼
」、
更
に
水

の
流
れ
を
読
む「
魚
の
眼
」の
３

つ
の
眼
を
も
っ
て
３
期
目
の
善

政
に
邁
進
し
た
い
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

96

た
ま
し
い

お
お
む

み

ゆ
え
ん

み

ふ
か
ん

ま
い  

し
ん

平成30
年度

会員募集
“あやべ特別市民”で

応援の　　 を広げよう
　綾部と綾部にゆかりのある人をより深く結び付ける「あやべ特別市民制度」。
今年で20年目を迎えます。当初約650人だった会員は2,000人を超えるまでに
なり、会員に特典としてお届けする特産品を生産する人たちの励みにもなって
います。あなたも知り合いなどに制度を紹介し、応援の輪を広げませんか。

輪

１万円
振込用紙で全国の郵便局、
金融機関から支払いできます

平成30年４月１日
　～平成31年３月31日

綾部の特産品を送付

市内飲食店の割引券・
　　 市内施設の利用券を送付

綾部の旬の話題をお届け
会報「ニュースレター」、
市広報紙「ねっと」、メールマガジン

ふるさとカレンダーを送付

年会費

会員期間

特典１

特典２

特典３

特典４

（　　　　　　　）

秘書広報課 ☎0773（42）4204申し込み・問い合わせ

年３回

　　　　　　　 本制度は、どなたでも入会できます。
　　　　また、会費は紹介者が負担することも可能。
　　贈り物や仕送りとしても活用されています。

贈り物に
ふるさとの味を

郷土色豊かな特産品が好評

　　　　　　　　　　地域の活性化につなげ
　　　　　　　　　ようと、集落の特産品
　　　　として、黒ウリの粕漬を生産。全
員一丸となり、黒ウリを種から栽培してい
ます。手間暇は掛かりますが、皆さんの
「美味しい」の一言が励みになってい
ます。
　特別市民は、綾部の情報や特産品
に触れ、身近に感じてもらえること
が魅力ではないでしょうか。もっと
多くの人に広がればと思います。

生産者の声

水源の里 瀬尾谷
礒 井　進さん（八津合町）

しょうだに

7

綾部国際交流協会（石田栄代表）の新
年パーティーが１月21日、宮代町の宮
代コミュニティセンターで開催されまし
た。綾部市近郊に住むベトナムやフィリ
ピン、中国、アメリカなどの外国人と国
際交流に関心のある市民ら約90人が参
加。それぞれが母国の踊りや歌、民族衣
装のファッションショーなどを披露。交
流を深めました。

新年パーティーで
　　　　　 異文化交流

府内産米のブランド力向上などを目的
に今年初めて行われた、府主催の「京の
プレミアム米コンテスト」で、ＪＡ京都
にのくに良食味米研究会の株式会社アグ
リテックいかる（横山侃代表取締役＝写
真中央）が最高金賞を受賞しました。２
月６日、市役所で山崎善也市長に受賞を
報告。横山さんは「綾部全体の米作りの
レベル向上に尽力したい」と抱負を述べ
ました。

綾部のお米
　　　  最高金賞に輝く

黒谷和紙の映像がグランプリに

農や食に関心を持つきっかけづくりとし
て、給食に市内産の野菜を使う「あじわい
ランチの日」。学校給食を実施する市内の
小・中学校で１月18日、本年度４回目の
取り組みを実施しました。この日のメニュ
ーは、「ダイコンのカレー煮」。近所に暮ら
す生産者の紹介を受けた児童らは、感謝し
ながら地元の野菜を味わいました。（写真
は八津合町の上林小・中一貫校で）

綾部の恵みをいただきます

黒谷和紙のプロモーションビデオが「全国地域
映像コンクール」でグランプリを受賞。山崎善也
市長が１月15日、市役所で黒谷和紙協同組合の
林伸次理事長と映像制作をしたエフエムあやべの
井関悟社長から受賞報告を受けました＝写真。
審査員から「後世に伝統技術を伝える貴重な映
像」と評価された同ビデオ。図書館などでの貸し
出しのほか、コンテスト主催者のホームページ
（http://www.digital-museum.gr.jp/contest/）で
見られます。

りょう  しょく   み　 まい

ただし
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と
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う
数
字
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託
を

い
た
だ
い
た
。
そ
の
重
責
を
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
な
が
ら
も
、〝
３
〞

と
い
う
数
字
が
世
間
で
は
ど
ん

な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か

思
い
を
巡
ら
せ
て
み
た
。
例
え

ば
「
三
つ
子
の
魂…

」「
石
の

上
に
も
三
年
」「
早
起
き
は
三

文
の
得
」
な
ど
概
ね
肯
定
的
な

意
味
で
用
い
ら
れ
る
場
合
が
多

い
。
こ
れ
は
３
角
形
や
三
脚
の

形
状
が
安
定
的
で
あ
る
こ
と

や
、
こ
の
世
が
縦
・
横
・
高
さ

の
「
３
次
元
」
で
構
成
さ
れ
て

い
る
と
い
う
事
実
、
或
い
は

三
々
九
度
や
七
五
三
な
ど
慶
事

で
も
使
わ
れ
、「
満
つ
」
と
い

う
語
呂
に
も
通
じ
る
所
以
で
あ

ろ
う
か
。
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
の

多
く
も
３
分
間
待
っ
て
賞
味
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

　一
方
、
野
球
で
は
空
振
り
３

回
で
ア
ウ
ト
、
そ
し
て
ア
ウ
ト

３
つ
で
攻
守
チ
ェ
ン
ジ
と
規
定

し
て
い
る
。
プ
ロ
レ
ス
も
３
カ

ウ
ン
ト
の
フ
ォ
ー
ル
で
勝
敗
が

決
ま
る
。
確
か
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

も
地
球
で
の
活
躍
は
変
身
か
ら

３
分
経
つ
と
カ
ラ
ー
タ
イ
マ
ー

が
点
滅
し
警
報
音
を
発
し
た
。

中
締
め
の
定
番
「
三
本
締
」
に

も
あ
る
よ
う
に
、
３
と
い
う
数

字
は
一
つ
の
区
切
り
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
包
含
し
て
い
る
の
か

―
。
更
に
拡
大
解
釈
す
る
な
ら

ば
、
三
段
跳
び
の
「
ホ
ッ
プ
・

ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
」
の
如

く
、
３
に
は
こ
れ
ま
で
に
培
っ

た
経
験
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
て
集
大
成
を
具
現
化
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
も

―
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
世
を

俯
瞰
す
る「
鳥
の
眼
」、
地
に
足

の
着
い
た「
虫
の
眼
」、
更
に
水

の
流
れ
を
読
む「
魚
の
眼
」の
３

つ
の
眼
を
も
っ
て
３
期
目
の
善

政
に
邁
進
し
た
い
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
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た
ま
し
い

お
お
む

み

ゆ
え
ん

み

ふ
か
ん
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し
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平成30
年度

会員募集
“あやべ特別市民”で

応援の　　 を広げよう
　綾部と綾部にゆかりのある人をより深く結び付ける「あやべ特別市民制度」。
今年で20年目を迎えます。当初約650人だった会員は2,000人を超えるまでに
なり、会員に特典としてお届けする特産品を生産する人たちの励みにもなって
います。あなたも知り合いなどに制度を紹介し、応援の輪を広げませんか。

輪

１万円
振込用紙で全国の郵便局、
金融機関から支払いできます

平成30年４月１日
　～平成31年３月31日

綾部の特産品を送付

市内飲食店の割引券・
　　 市内施設の利用券を送付

綾部の旬の話題をお届け
会報「ニュースレター」、
市広報紙「ねっと」、メールマガジン

ふるさとカレンダーを送付

年会費

会員期間

特典１

特典２

特典３

特典４

（　　　　　　　）

秘書広報課 ☎0773（42）4204申し込み・問い合わせ

年３回

　　　　　　　 本制度は、どなたでも入会できます。
　　　　また、会費は紹介者が負担することも可能。
　　贈り物や仕送りとしても活用されています。

贈り物に
ふるさとの味を

郷土色豊かな特産品が好評

　　　　　　　　　　地域の活性化につなげ
　　　　　　　　　ようと、集落の特産品
　　　　として、黒ウリの粕漬を生産。全
員一丸となり、黒ウリを種から栽培してい
ます。手間暇は掛かりますが、皆さんの
「美味しい」の一言が励みになってい
ます。
　特別市民は、綾部の情報や特産品
に触れ、身近に感じてもらえること
が魅力ではないでしょうか。もっと
多くの人に広がればと思います。

生産者の声

水源の里 瀬尾谷
礒 井　進さん（八津合町）

しょうだに
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綾部国際交流協会（石田栄代表）の新
年パーティーが１月21日、宮代町の宮
代コミュニティセンターで開催されまし
た。綾部市近郊に住むベトナムやフィリ
ピン、中国、アメリカなどの外国人と国
際交流に関心のある市民ら約90人が参
加。それぞれが母国の踊りや歌、民族衣
装のファッションショーなどを披露。交
流を深めました。

新年パーティーで
　　　　　 異文化交流

府内産米のブランド力向上などを目的
に今年初めて行われた、府主催の「京の
プレミアム米コンテスト」で、ＪＡ京都
にのくに良食味米研究会の株式会社アグ
リテックいかる（横山侃代表取締役＝写
真中央）が最高金賞を受賞しました。２
月６日、市役所で山崎善也市長に受賞を
報告。横山さんは「綾部全体の米作りの
レベル向上に尽力したい」と抱負を述べ
ました。

綾部のお米
　　　  最高金賞に輝く

黒谷和紙の映像がグランプリに

農や食に関心を持つきっかけづくりとし
て、給食に市内産の野菜を使う「あじわい
ランチの日」。学校給食を実施する市内の
小・中学校で１月18日、本年度４回目の
取り組みを実施しました。この日のメニュ
ーは、「ダイコンのカレー煮」。近所に暮ら
す生産者の紹介を受けた児童らは、感謝し
ながら地元の野菜を味わいました。（写真
は八津合町の上林小・中一貫校で）

綾部の恵みをいただきます

黒谷和紙のプロモーションビデオが「全国地域
映像コンクール」でグランプリを受賞。山崎善也
市長が１月15日、市役所で黒谷和紙協同組合の
林伸次理事長と映像制作をしたエフエムあやべの
井関悟社長から受賞報告を受けました＝写真。
審査員から「後世に伝統技術を伝える貴重な映
像」と評価された同ビデオ。図書館などでの貸し
出しのほか、コンテスト主催者のホームページ
（http://www.digital-museum.gr.jp/contest/）で
見られます。

りょう  しょく   み　 まい

ただし


